ヘイケ モノガタリ シゲヒラ セツワ セイリツ ノ イチ ハイケイ ダイナゴンノスケ ト コノエ ケ by 塩山 貴奈 & Shioyama Takana
『平家物語』重衡説話成立の一背景
31
一
．
は
じ
め
に
　
南
都
炎
上
を
引
き
起
こ
し
た
罪
人
と
し
て
平
重
衡
は
処
刑
さ
れ
た
。
処
刑
直
前
に
北
の
方
大
納
言
典
侍
と
再
会
を
許
さ
れ
る
悲
話
や
、
処
刑
の
後
は
南
都
の
大
衆
ら
に
よ
っ
て
首
を
晒
さ
れ
、
大
納
言
典
侍
や
勧
進
聖
俊
乗
房
重
源
に
よ
っ
て
供
養
さ
れ
る
と
い
っ
た
重
衡
の
最
期
を
め
ぐ
る
話
は
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』「
重
衡
被
斬
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
重
衡
の
死
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
じ
つ
は
重
衡
処
刑
当
時
の
記
録
は
さ
ほ
ど
残
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
九
条
兼
実
は
、
重
衡
は
木
津
で
斬
首
さ
れ
、
そ
の
首
は
奈
良
坂
に
晒
さ
れ
た
と
い
う
情
報
の
み
日
記
に
書
き
留
め
て
い
注
１る
。
　
さ
き
に
わ
た
し
は
、「
重
衡
被
斬
」
に
お
け
る
重
要
人
物
大
納
言
典
侍
の
そ
の
後
に
着
目
し
、
彼
女
の
動
向
や
人
間
関
係
等
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
「
重
衡
被
斬
」
成
立
の
背
景
を
考
察
し
注
２た
。
近
衛
家
周
辺
と
大
夫
三
位
、
大
納
言
典
侍
姉
妹
の
関
係
を
探
る
こ
と
を
主
と
し
た
が
、
今
回
も
ま
た
、
大
納
言
典
侍
を
中
心
と
す
る
重
衡
関
係
者
の
人
間
関
係
、
平
氏
敗
北
後
の
社
会
状
況
な
ど
を
よ
り
詳
細
に
、
多
方
面
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
ゆ
き
た
い
。二
．
重
衡
に
残
さ
れ
た
ひ
と
び
と
　
南
都
ヘ
の
道
中
、
重
衡
は
北
の
方
大
納
言
典
侍
に
一
目
会
い
た
い
と
守
護
の
武
士
ら
に
懇
願
す
る
。
そ
の
時
、
重
衡
が
述
べ
た
こ
と
ば
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
此
程
事
に
ふ
れ
て
な
さ
け
ふ
か
う
芳
心
お
は
し
つ
る
こ
そ
あ
り
が
た
う
う
れ
し
け
れ
。
同
く
は
最
後
に
芳
恩
か
ぶ
り
た
き
事
あ
り
。
我
は
一
人
の
子
な
け
れ
ば
、
こ
の
世
に
お
も
ひ
を
く
事
な
き
に
、
年
来
あ
ひ
ぐ
し
た
り
し
女
房
の
、
日
野
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
り
と
き
く
。
い
ま
一
度
対
面
し
て
、
後
生
の
事
を
申
を
か
ば
や
と
お
も
ふ
な
り
。
（
覚
一
本
『
平
家
物
語
』「
重
衡
被
斬
」）
　
子
の
な
い
重
衡
と
い
う
人
物
造
形
は
、
妻
子
へ
の
情
を
断
ち
切
る
こ
と
『
平
家
物
語
』
重
衡
説
話
成
立
の
一
背
景
│
│
大
納
言
典
侍
と
近
衛
家
│
│
塩　
山　
貴　
奈
﹇
キ
ー
ワ
ー
ド　
①
『
平
家
物
語
』　
②
平
重
衡　
③
大
納
言
典
侍　
④
近
衛
家　
⑤
一
乗
院
﹈
32
が
で
き
ず
に
苦
し
む
維
盛
や
、
子
息
清
宗
の
存
在
を
気
に
か
け
な
が
ら
首
を
斬
ら
れ
た
宗
盛
な
ど
と
は
対
比
的
で
あ
る
。
た
し
か
に
重
衡
嫡
男
の
存
在
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
重
衡
に
嫡
男
が
い
れ
ば
、
頼
朝
方
の
者
の
手
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
心
配
が
な
い
こ
と
は
ひ
と
つ
の
救
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
重
衡
に
も
都
に
残
し
て
き
た
存
在
が
な
い
わ
け
で
は
な
注
３い
。
は
っ
き
り
と
記
録
が
あ
る
限
り
で
も
、『
山
槐
記
』
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
三
月
九
日
条
に
、「
衡
子
、
號
少
将
局
、
蔵
人
頭
重
衡
朝
臣
養
女
」
と
い
う
重
衡
の
養
女
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
衡
子
と
い
う
女
性
に
つ
い
て
、『
親
経
卿
記
』
治
承
四
年
五
月
八
日
条
に
は
「
掌
侍
申
爵　
正
六
位
上
平
衡
子
、
件
人
不
可
敍
、
然
而
只
令
撰
入
、
子
細
見
典
侍
所
」
と
あ
っ
て
当
時
正
六
位
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
、『
吉
記
』
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
十
一
月
十
二
日
条
等
に
「
少
将
内
侍
」
と
い
う
人
物
が
み
え
、
こ
れ
も
衡
子
を
指
す
か
と
思
わ
れ
注
４る
。
　
平
氏
一
門
の
西
国
落
ち
、
そ
し
て
壇
ノ
浦
で
の
敗
戦
以
後
、
衡
子
が
ど
の
よ
う
な
境
遇
に
あ
っ
た
の
か
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
彼
女
が
平
氏
政
権
の
栄
華
も
そ
の
衰
退
を
も
目
の
当
た
り
に
し
た
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
戦
い
の
な
か
で
平
氏
の
公
達
や
彼
ら
に
仕
え
た
家
人
ら
は
次
々
と
命
を
落
と
し
、
ま
た
、
多
く
の
者
が
処
刑
さ
れ
て
い
っ
た
。
処
刑
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
女
性
た
ち
は
、
凄
惨
な
現
実
を
受
け
入
れ
見
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
重
衡
を
よ
く
知
る
者
た
ち
の
昔
語
り
に
よ
っ
て
、
亡
き
重
衡
が
偲
ば
れ
、
語
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
が
伝
え
る
重
衡
の
姿
な
ど
は
ま
さ
に
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。
　
そ
し
て
、
重
衡
を
弔
う
女
性
と
し
て
大
き
な
存
在
で
あ
る
の
は
、
北
の
方
大
納
言
典
侍
で
あ
る
。
壇
ノ
浦
で
生
け
捕
ら
れ
、
京
へ
戻
っ
て
き
た
大
納
言
典
侍
は
ど
こ
へ
向
か
っ
た
の
か
。『
平
家
物
語
』
で
は
、
日
野
に
あ
る
大
夫
三
位
邸
（『
簡
要
類
聚
鈔
』
に
よ
れ
ば
「
日
野
殿
」）
に
身
を
置
い
た
と
し
、
重
衡
が
そ
の
大
夫
三
位
邸
を
訪
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
史
実
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
注
５い
。『
醍
醐
雑
事
記
』
に
よ
れ
ば
、
大
納
言
典
侍
は
重
衡
と
の
再
会
を
果
た
す
た
め
、
醍
醐
寺
僧
行
延
の
僧
房
を
借
り
て
待
っ
て
い
た
と
い
う
。
重
衡
と
大
納
言
典
侍
の
再
会
の
舞
台
は
、
日
野
殿
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
で
は
、
大
納
言
典
侍
は
「
人
々
ノ
館
ハ
皆
焼
レ
ニ
シ
カ
バ
、
西
国
ヨ
リ
帰
給
□
ニ
モ
、
立
入
給
ベ
キ
所
」
が
な
い
た
め
日
野
殿
に
身
を
寄
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
納
言
典
侍
は
都
に
邸
宅
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
『
簡
要
類
聚
鈔
』
か
ら
知
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
都
に
は
邦
綱
縁
者
が
少
な
か
ら
ず
お
り
（
後
述
）、
こ
の
延
慶
本
の
記
述
な
ど
は
大
納
言
典
侍
の
身
の
上
を
よ
り
悲
劇
的
に
描
く
た
め
の
工
夫
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
三
．
邦
綱
子
息
ら
の
そ
の
後
　
大
納
言
典
侍
は
藤
原
邦
綱
の
娘
で
あ
る
。
重
衡
の
北
の
方
で
あ
っ
た
大
納
言
典
侍
は
、
平
氏
一
門
と
と
も
に
都
を
離
れ
西
国
ま
で
落
ち
て
ゆ
く
が
、
大
納
言
典
侍
が
西
国
か
ら
都
へ
戻
っ
て
き
た
と
き
、
他
の
邦
綱
子
息
や
邦
綱
縁
者
は
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
納
言
典
侍
が
京
へ
戻
っ
た
後
、
ま
た
、
夫
重
衡
が
処
刑
さ
れ
た
後
、
大
納
言
典
侍
が
い
か
な
る
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
考
え
る
う
え
で
、
邦
綱
関
係
者
の
当
時
の
状
況
は
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
前
稿
で
は
、
邦
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綱
息
重
邦
、
邦
綱
女
綱
子
に
多
少
ふ
れ
た
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
改
め
て
邦
綱
関
係
者
を
整
理
し
、
そ
の
足
跡
を
追
っ
て
み
る
。
　
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
邦
綱
の
子
と
し
て
、
泰
季
（
猶
子
。
高
階
仲
親
息
）、
重
邦
（
母
増
仁
女
）、
清
邦
（
母
公
能
女
）、
基
能
（
持
明
院
基
家
の
養
子
と
な
る
）、
長
綱
、
忠
綱
、
基
行
、
円
綱
（
母
理
髪
鶴
子
）、
六
条
院
乳
母
成
子
（
母
公
俊
女
）、
高
倉
院
乳
母
邦
子
（
母
、
成
子
に
同
じ
）、
安
徳
天
皇
乳
母
輔
子
（
母
、
成
子
に
同
じ
）、
建
礼
門
院
乳
母
綱
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、『
公
卿
補
注
６任
』
に
よ
り
、
基
行
は
た
び
た
び
名
を
改
め
て
お
り
、
邦
門
、
基
能
を
経
て
基
行
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
『
尊
卑
分
脈
』
の
基
能
、
基
行
は
重
複
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
基
行
の
母
が
公
能
女
で
あ
る
こ
と
は
『
公
卿
補
任
』
や
『
尊
卑
分
脈
』
か
ら
分
か
り
、
基
行
と
清
邦
は
同
母
兄
弟
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
　
詳
細
の
不
明
な
邦
綱
子
息
の
存
在
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
尊
卑
分
脈
』
で
は
藤
原
宗
隆
息
実
隆
の
母
が
邦
綱
女
と
な
っ
て
い
る
し
、『
玉
葉
』
文
治
三
年
四
月
十
七
日
条
で
は
、
冷
泉
局
所
生
の
邦
綱
女
が
藤
原
親
能
に
娶
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
冷
泉
局
と
は
、
白
河
殿
（
盛
子
）
女
房
で
後
白
河
院
に
も
非
常
に
近
く
仕
え
た
公
能
注
７女
の
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
親
能
室
邦
綱
女
は
清
邦
、
基
行
と
同
母
兄
妹
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
よ
う
に
邦
綱
に
は
多
く
の
子
息
が
お
り
、
清
邦
の
よ
う
に
平
清
盛
の
猶
子
と
な
っ
た
り
、
成
子
ら
の
よ
う
に
天
皇
や
女
院
の
乳
母
と
な
る
な
ど
し
て
、
邦
綱
の
立
場
を
堅
固
に
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
父
邦
綱
の
築
き
あ
げ
た
人
間
関
係
は
、
当
然
な
が
ら
邦
綱
子
息
ら
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
平
氏
一
門
の
西
国
落
ち
、
そ
し
て
壇
ノ
浦
で
の
敗
北
は
、
邦
綱
の
子
息
ら
に
と
っ
て
も
大
き
な
衝
撃
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
彼
ら
ま
で
都
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
　
重
邦
の
母
は
増
仁
女
で
あ
る
。『
尊
卑
分
脈
』
に
は
、
こ
の
増
仁
女
は
「
高
倉
院
女
房
少
納
言
／
大
納
言
邦
綱
妾
重
邦
母
」
と
あ
る
。
増
仁
の
父
隆
尊
の
女
に
は
藤
原
忠
通
の
乳
母
讃
岐
宣
旨
が
い
る
。『
簡
要
類
聚
鈔
』
に
よ
れ
ば
、
邦
綱
が
忠
通
に
仕
え
た
功
に
よ
っ
て
、
邦
綱
が
知
行
し
て
い
た
近
衛
家
領
を
邦
綱
子
息
へ
相
伝
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
邦
綱
と
忠
通
の
主
従
関
係
が
あ
っ
た
う
え
で
、
邦
綱
と
近
衛
家
の
関
係
に
、
そ
し
て
邦
綱
女
た
ち
と
近
衛
家
の
関
係
へ
繋
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
高
倉
院
女
房
増
仁
女
は
、
邦
綱
の
政
治
的
な
人
間
関
係
を
よ
く
反
映
し
た
女
性
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
息
で
あ
る
重
邦
は
、
父
邦
綱
以
来
の
近
衛
家
と
の
繋
が
り
を
頼
り
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
建
久
年
間
後
半
か
ら
近
衛
家
実
の
前
駆
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
に
は
随
身
所
別
当
に
、
さ
ら
に
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
に
は
近
衛
家
の
家
司
と
し
て
名
が
み
え
て
い
注
８る
。
　
公
能
女
冷
泉
局
を
母
と
す
る
基
行
は
、
邦
綱
子
息
の
な
か
で
比
較
的
目
立
つ
人
物
と
い
え
る
。
曾
我
良
成
氏
が
、
九
条
兼
実
に
と
っ
て
後
白
河
院
の
も
と
の
冷
泉
局
は
重
要
な
情
報
源
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
注
９が
、
冷
泉
局
は
多
方
面
と
の
接
触
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
息
で
あ
る
基
行
に
か
ん
し
て
は
、
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
る
。
今
度
前
右
衛
門
佐
基
行
初
参
、
卿
三
位
右
金
吾
聟
也
、
（『
明
月
記
』
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
七
月
十
七
日
）
　
基
行
は
、
卿
三
位
と
右
金
吾
、
す
な
わ
ち
藤
原
範
兼
女
兼
子
と
坊
門
信
清
の
聟
に
あ
た
る
と
い
う
。『
尊
卑
分
脈
』
で
は
、
信
清
女
の
別
当
局
が
基
行
室
と
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
実
父
邦
綱
を
う
し
な
っ
て
い
る
基
行
に
34
と
っ
て
、
彼
ら
の
存
在
は
非
常
に
重
要
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
同
年
閏
十
月
に
は
東
宮
亮
と
な
っ
た
が
、
そ
の
二
年
後
、
基
行
が
出
家
を
し
た
と
い
う
噂
が
立
つ
。
人
云
、
東
宮
亮
基
行
出
家
、
母
儀
制
止
愛
物
、
恐
権
門
妻
之
間
所
為
云
々
、
復
聞
虚
言
也
、
（『
明
月
記
』
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
十
二
月
七
日
）
　
着
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
当
時
、
基
行
の
母
冷
泉
局
が
健
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
た
だ
基
行
の
出
家
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
七
日
条
に
定
家
が
「
復
聞
虚
言
也
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
事
実
で
は
な
か
っ
た
。
夕
自
冷
泉
来
、
乍
車
相
逢
、
基
行
出
家
僻
事
、
只
怨
母
隠
居
、
（『
明
月
記
』
元
久
元
年
十
二
月
十
六
日
）
　
基
行
は
出
家
を
し
た
わ
け
で
は
な
く
、「
只
怨
母
隠
居
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
基
行
は
藤
原
頼
実
女
麗
子
の
家
司
に
補
さ
れ
て
い
る
10
注し
、
の
ち
に
は
従
三
位
に
叙
さ
れ
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
四
十
二
歳
で
没
す
。
基
行
が
従
三
位
に
叙
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
定
家
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
夕
還
御
之
後
有
除
目
沙
汰
云
々
、
深
更
範
光
卿
招
親
定
咲
懸
、
任
内
蔵
頭
歟
、
基
行
叙
三
位
、
年
廿
八
、
出
仕
僅
十
年
許
、
当
時
局
之
賂
第
一
老
女
也
、
依
一
子
有
此
恩
歟
、
（『
明
月
記
』
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
六
月
十
六
日
）
　
『
明
月
記
』
で
は
三
位
に
叙
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
従
三
位
で
あ
る
。
他
の
邦
綱
息
と
比
べ
て
も
、
従
三
位
は
飛
び
ぬ
け
て
い
る
も
の
だ
。
基
行
が
わ
ず
か
十
年
の
出
仕
で
従
三
位
に
い
た
っ
た
と
い
う
が
、
当
時
基
行
は
二
十
八
歳
と
あ
り
、
そ
こ
か
ら
計
算
す
る
と
生
年
は
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
で
あ
る
。『
公
卿
補
任
』
の
記
述
か
ら
計
算
す
る
と
生
年
は
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
に
な
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
邦
綱
の
最
晩
年
の
子
と
分
か
る
。
基
行
が
幼
い
内
に
邦
綱
が
没
し
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
で
あ
ろ
う
か
、
基
行
に
か
ん
し
て
は
、
他
の
邦
綱
子
息
ら
の
よ
う
に
近
衛
家
と
の
親
し
い
関
係
性
は
見
え
て
こ
な
い
。
大
納
言
典
侍
と
の
関
係
を
考
え
て
み
て
も
、
二
人
は
異
母
姉
弟
で
あ
り
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）、
基
行
四
歳
の
時
に
は
平
氏
一
門
と
と
も
に
大
納
言
典
侍
は
西
国
へ
向
か
っ
て
い
る
。
大
納
言
典
侍
が
西
国
か
ら
京
へ
戻
っ
て
き
た
と
い
っ
て
も
、
重
邦
や
成
子
、
綱
子
の
よ
う
に
近
衛
家
や
近
衛
家
と
密
接
な
環
境
下
に
い
た
邦
綱
子
息
ら
に
比
べ
れ
ば
接
点
は
少
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ひ
と
く
く
り
に
邦
綱
の
関
係
者
と
い
っ
て
も
、
邦
綱
没
後
、
平
氏
政
権
崩
壊
後
の
身
の
振
り
方
に
は
お
の
お
の
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
　
立
場
や
環
境
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
都
に
は
邦
綱
の
縁
者
、
す
な
わ
ち
大
納
言
典
侍
に
と
っ
て
も
関
係
深
い
人
々
が
い
た
。
建
礼
門
院
乳
母
で
あ
っ
た
綱
子
は
、
後
白
河
法
皇
や
宣
陽
門
院
に
女
房
と
し
て
仕
え
て
い
た
と
思
わ
11
注れ
、
ま
た
、
近
衛
基
通
息
実
信
の
乳
母
と
な
っ
た
大
夫
三
位
は
、
日
野
殿
に
居
住
し
て
い
た
と
は
い
え
、
当
然
な
が
ら
近
衛
家
と
密
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
冷
泉
局
の
よ
う
な
一
門
の
栄
華
と
没
落
を
間
近
で
見
て
お
り
、
多
方
面
に
人
脈
の
あ
っ
た
女
性
が
、
平
氏
一
門
亡
き
後
も
し
ば
ら
く
は
存
命
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
人
々
は
大
納
言
典
侍
の
行
方
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
交
流
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
つ
ま
り
、
重
衡
処
刑
後
の
大
納
言
典
侍
の
人
生
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
々
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
。
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重
衡
ヲ
バ
頼
政
入
道
ガ
子
ニ
テ
頼
兼
ト
云
者
ヲ
ソ
ノ
使
ニ
サ
タ
シ
ノ
ボ
セ
テ
、
東
大
寺
ヘ
グ
シ
テ
ユ
キ
テ
切
テ
ケ
リ
。
大
津
ヨ
リ
醍
醐
ト
ヲ
リ
、
ヒ
ツ
川
ヘ
イ
デ
ヽ
、
宇
治
橋
ワ
タ
リ
テ
奈
良
ヘ
ユ
キ
ケ
ル
ニ
、
重
衡
ハ
、
邦
綱
ガ
ヲ
ト
ム
ス
メ
ニ
大
納
言
ス
ケ
ト
テ
、
高
倉
院
ニ
候
シ
ガ
安
徳
天
皇
ノ
御
メ
ノ
ト
ナ
リ
シ
ニ
ム
コ
ト
リ
タ
ル
ガ
、
ア
ネ
ノ
大
夫
三
位
ガ
日
野
ト
醍
醐
ト
ノ
ア
ハ
イ
ニ
家
ツ
ク
リ
テ
有
リ
シ
ニ
ア
イ
グ
シ
テ
居
タ
リ
ケ
ル
、
コ
ノ
モ
ト
ノ
妻
ノ
モ
ト
ニ
便
路
ヲ
ヨ
ロ
コ
ビ
テ
ヨ
リ
テ
、
只
今
死
ナ
ン
ズ
ル
身
ニ
テ
、
ナ
ク
〳
〵
小
袖
キ
カ
ヘ
ナ
ド
シ
テ
ス
ギ
ケ
ル
ヲ
バ
、
頼
兼
モ
ユ
ル
シ
テ
キ
サ
セ
ケ
リ
。
大
方
積
悪
ノ
サ
カ
リ
ハ
コ
レ
ヲ
ニ
ク
メ
ド
モ
、
又
カ
ヽ
ル
時
ニ
ノ
ゾ
ミ
テ
ハ
キ
ク
人
カ
ナ
シ
ミ
ノ
涙
ニ
ヲ
ボ
（
ホ
）
ユ
ル
事
ナ
リ
。
（『
愚
管
抄
』）
　
『
愚
管
抄
』
で
は
、
こ
の
よ
う
に
『
平
家
物
語
』
の
「
重
衡
被
斬
」
の
原
型
と
も
い
い
う
る
よ
う
な
重
衡
と
大
納
言
典
侍
の
再
会
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
話
が
当
時
の
人
々
に
広
ま
っ
て
い
た
一
方
で
、
大
納
言
典
侍
が
実
信
の
乳
母
と
な
り
、「
広
博
厳
浄
之
営
作
云
、
堂
舎
人
宅
殆
無
比
類
」（『
簡
要
類
聚
鈔
』）
と
い
う
日
野
殿
に
住
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
も
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
当
時
の
状
況
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
四
．
靡
殿
御
所
の
ゆ
く
え
　
こ
こ
か
ら
は
、『
簡
要
類
聚
鈔
』
第
一
に
み
え
る
一
乗
院
領
「
靡
殿
御
12
注所
」
の
詳
細
や
、
邦
綱
の
私
的
な
諸
活
動
と
近
衛
家
の
繋
が
り
を
み
て
ゆ
く
。『
簡
要
類
聚
鈔
』
は
、
興
福
寺
一
乗
院
の
院
主
実
信
か
ら
の
聞
き
書
き
な
ど
を
実
信
の
側
近
行
賢
が
ま
と
め
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
五
巻
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
第
一
巻
（
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
成
立
）
は
歴
代
の
一
乗
院
の
院
主
や
一
乗
院
領
に
関
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
13
注る
。
実
信
は
近
衛
基
通
息
で
、
大
夫
三
位
と
大
納
言
典
侍
は
と
も
に
実
信
の
乳
母
と
な
っ
て
い
た
。
前
稿
で
は
、
大
夫
三
位
や
大
納
言
典
侍
の
住
ま
い
で
も
あ
っ
た
日
野
殿
を
中
心
と
し
て
、
姉
妹
と
実
信
や
基
通
ら
近
衛
家
と
の
関
係
を
考
え
た
が
、
姉
妹
と
近
衛
家
に
関
連
す
る
の
は
日
野
殿
ば
か
り
で
は
な
い
。
　
靡
殿
御
所
は
、『
簡
要
類
聚
鈔
』
に
「
御
門
跡
外
御
知
行
所
」
の
一
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
□
靡
殿
□（御）所
本
主
ハ
山
僧
信
覚
律
師
也
、
大
納
言
典
侍
□
承
之
故
僧
正
□
被
進
了
、
元
ハ
□
門
大
宮
面
也
、
堀
川
□
□
□
面
へ
あ
□
□
□（河）の
際
御
□（所）の
東
面
ま
て
ハ
普
賢
寺
殿
御
領　
当
時
大
北
政
所
御
所
ノ
敷
ハ
奈
良
殿
御
領
也
、
而
普
賢
寺
殿
之
御
計
奈
良
殿
□
（
御
カ
）進
止
之
地
御
所
の
間
、
普
賢
寺
殿
御
領
相
交
之
条
無
其
便
と
て
奈
良
殿
御
領
北
少
路
面
ニ
あ
る
時
河
の
際
の
御
領
ヲ
令
受
□
御
□
下
家
司
尚
能
と
奈
良
殿
御
吏
宣
賢
能
成
等
相
会
て
致
沙
汰
了
（『
簡
要
類
聚
鈔
』
第
一
巻
）
　
小
稿
で
引
用
す
る
『
簡
要
類
聚
鈔
』
は
『
一
乗
院
文
書
（
抄
）』（
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
、
一
九
八
一
年
）
に
よ
る
が
、『
大
日
本
史
料
』
（
第
五
編
之
九
・
天
福
五
月
二
十
九
日
項
）
に
引
か
れ
る
『
近
衛
家
文
書
』
十
二
「
普
賢
寺
殿
御
所
領
事
」
に
、『
簡
要
類
聚
鈔
』
か
ら
の
引
用
が
み
え
る
。「
簡
要
類
聚
抄
第
一
一
乗
院
実
信
所
従
三
綱
行
賢
法
眼
記
云
々
」
と
し
て
、
前
稿
で
も
ふ
れ
た
36
大
夫
三
位
か
ら
実
信
へ
譲
ら
れ
た
「
島
津
」「
揖
斐
」「
益
田
」「
仲
村
」「
西
院
」
の
五
所
領
と
、
靡
殿
御
所
の
条
が
引
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
多
少
の
異
同
が
み
え
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
ふ
れ
た
い
。
　
右
の
『
簡
要
類
聚
鈔
』
の
と
お
り
、
靡
殿
御
所
は
大
納
言
典
侍
か
ら
実
信
へ
伝
領
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
野
殿
は
大
夫
三
位
か
ら
大
納
言
典
侍
へ
、
大
納
言
典
侍
か
ら
実
信
へ
、
と
い
う
伝
領
の
流
れ
だ
っ
た
が
、
靡
殿
御
所
の
伝
領
に
は
大
夫
三
位
が
関
与
し
て
い
な
い
。
靡
殿
御
所
の
本
主
と
し
て
信
覚
律
師
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
信
覚
と
大
納
言
典
侍
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
　
靡
殿
御
所
は
、「
元
ハ
□
門
大
宮
面
也
」
と
い
う
。
近
衛
家
文
書
に
引
か
れ
る
『
簡
要
類
聚
鈔
』
で
は
、「
元
ハ
倧
（
棟
歟
）門
大
宮
西
也
」
と
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
靡
殿
御
所
が
大
宮
に
面
し
て
お
り
、
ま
た
、「
元
ハ
」
と
あ
る
以
上
、
何
ら
か
の
変
化
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
分
か
る
。
　
靡
殿
御
所
が
大
納
言
典
侍
か
ら
実
信
に
渡
っ
た
時
期
は
、
承
久
の
乱
の
勃
発
以
前
で
あ
14
注る
。
し
か
し
、
実
信
に
渡
っ
た
あ
と
、
靡
殿
御
所
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
ほ
と
ん
ど
知
り
え
な
い
。『
簡
要
類
聚
鈔
』
第
一
の
日
野
殿
の
説
明
に
、
わ
ず
か
に
靡
殿
御
所
に
か
ん
す
る
記
述
が
み
え
る
。
三
品
の
墓
所
ハ
仏
身
寺
也
、
此
寺
ハ
三
品
局
被
建
立
之
、
典
侍
墓
所
又
有
日
野
殿
、
彼
此
母
子
之
契
也
、
抑
典
侍
他
界
之
後
、
承
久
兵
乱
之
時
、
物
取
乱
入
放
火
之
間
、
仏
身
寺
之
外
正
覚
院
御
堂
以
下
悉
焼
失
了
、
当
時
寝
殿
ハ
京
都
御
宿
所
料
鷹
司
高
倉
之
辺
大
納
言
典
侍
被
沙
汰
進
之
御
所
在
之
、
件
御
所
ヲ
被
懐
渡
者
也
、
対
屋
同
御
中
屋
辺
納
所
ハ
故
重
貞
法
師
日
野
宿
所
ヲ
令
進
候
間
被
懐
立
之
、
御
堂
ハ
靡
殿
御
所
の
御
堂
被
渡
之
、
又
と
う
〳
〵
殿
の
御
懺
法
堂
御
念
誦
堂
た
ま
は
ら
せ
給
て
被
立
之
、
　
日
野
殿
に
は
大
夫
三
位
や
大
納
言
典
侍
の
墓
が
あ
っ
た
と
い
う
話
な
の
だ
が
、
承
久
の
乱
に
際
し
て
物
取
り
が
火
を
放
ち
、
日
野
殿
は
そ
の
大
半
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
日
野
殿
修
復
に
あ
た
っ
て
は
、
鷹
司
高
倉
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
大
納
言
典
侍
の
御
所
や
、
靡
殿
御
所
の
御
堂
な
ど
を
移
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
の
日
野
殿
焼
失
や
そ
の
修
復
、
移
築
な
ど
は
『
簡
要
類
聚
鈔
』
が
独
自
に
伝
え
る
内
容
で
、
他
の
史
料
に
は
見
え
な
い
。
　
そ
の
後
、
靡
殿
御
所
が
邸
宅
と
し
て
貴
族
の
日
記
な
ど
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、「
大
北
政
所
」
と
称
さ
れ
た
近
衛
兼
経
の
妻
仁
子
が
靡
殿
御
所
に
住
ん
だ
た
め
だ
。
午
剋
許
著
束
帯
参
靡
殿
、
大
北
政
所
御
所
、　
今
日
御
逆
修
三
七
日
也
、
（『
勘
仲
記
』
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
五
月
一
日
）
　
『
簡
要
類
聚
鈔
』
第
一
の
成
立
は
弘
安
五
年
と
述
べ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
大
北
政
所
仁
子
が
靡
殿
御
所
を
邸
宅
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
『
勘
仲
記
』
の
記
事
か
ら
、
仁
子
の
住
ん
だ
靡
殿
御
所
の
位
置
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
仰
路
次
、
出
御
東
陣
、
高
倉
小
路　　
ヲ
北　　
ヘ、
二
條
大
路　　
ヲ
西　　
ヘ、
洞
院
東
大
路　　
ヲ
北　　
ヘ、
待
賢
門
大
路　　
ヲ
西　　
ヘ、
油
小
路　　
ヲ
北　　
ヘ、
一
條
大
路　　
ヲ
西　　
ヘ、
川
堂
面
大
門
大
路　　
ヲ
北　　
ヘ、
迄
御
所
、（弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
七
月
五
日
）
御
参
新
陽
明
門
院
、
春
日
西
行
、
朱
雀
北
行
、
中
御
門
西
行
、
高
倉
北
行
、
鷹
司
西
行
、
東
洞
院
北
行
、
一
條
西
行
、
堀
川
末
北
行
、
於
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中
門
被
申
御
慶
、
（
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
四
月
二
十
一
日
）
　
一
条
大
路
を
西
に
行
き
、「
川
堂
面
大
門
大
路
」
ま
た
は
「
堀
川
」
を
北
に
行
く
と
靡
殿
御
所
と
い
15
注う
。
こ
れ
ら
の
記
事
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
簡
要
類
聚
鈔
』
の
内
容
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
る
と
、
大
北
政
所
（
仁
子
）
の
御
所
、
す
な
わ
ち
靡
殿
御
所
は
、「
奈
良
殿
」
な
る
人
物
の
御
領
と
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
基
通
の
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
、
基
通
領
と
奈
良
殿
領
を
「
受
□
御
□
」
さ
せ
た
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
背
景
事
情
が
明
確
で
な
い
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
改
め
て
調
査
し
た
い
。
た
だ
、
そ
の
沙
汰
に
あ
た
っ
た
と
い
う
下
家
司
尚
能
は
、『
民
経
記
』
安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
十
月
十
日
、
十
二
日
条
な
ど
に
み
え
る
近
衛
家
の
下
家
司
「
右
衛
門
少
志
尚
能
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、『
玉
蘂
』
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
四
月
十
六
日
条
に
「
右
少
志
惟
宗
尚
能
」、『
経
俊
卿
記
』
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
四
月
二
十
日
条
の
除
目
に
従
五
位
下
「
惟
宗
尚
能
検
非
違
使
　
　
　
　
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
尚
能
は
惟
宗
氏
と
判
明
す
る
。
惟
宗
氏
は
摂
関
家
の
下
家
司
を
世
襲
し
て
き
た
一
族
で
あ
り
、
尚
能
も
ま
た
近
衛
家
の
下
家
司
と
し
て
仕
え
、
靡
殿
御
所
に
か
ん
す
る
問
題
に
も
動
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
靡
殿
御
所
は
、
亀
山
上
皇
の
御
所
や
、
兼
経
の
孫
新
陽
明
門
院
位
子
の
居
所
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
基
本
的
に
は
近
衛
家
の
ひ
と
び
と
が
用
い
た
邸
宅
で
あ
り
、
当
然
靡
殿
御
所
の
由
緒
は
周
知
で
あ
っ
た
ろ
う
。
大
納
言
典
侍
の
存
在
は
想
像
以
上
に
都
か
ら
消
え
て
い
な
い
こ
と
が
十
分
に
察
せ
ら
れ
る
。
靡
殿
御
所
は
今
で
こ
そ
あ
ま
り
知
ら
れ
ぬ
一
邸
宅
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
実
信
か
ら
一
乗
院
に
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
伝
え
聞
い
て
い
た
行
賢
の
よ
う
に
、
靡
殿
御
所
の
由
緒
や
、
実
信
と
大
納
言
典
侍
や
大
夫
三
位
の
関
係
を
知
っ
て
い
る
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
　
さ
ら
に
後
世
の
靡
殿
御
所
に
関
係
す
る
史
料
に
も
ふ
れ
て
お
く
と
、
楞
伽
寺
の
敷
地
を
め
ぐ
る
文
書
に
「
靡
殿
御
所
」
が
み
え
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。
楞
伽
寺
は
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
に
近
衛
基
嗣
が
虎
関
師
錬
を
開
山
と
し
て
一
条
以
北
の
地
（
五
辻
の
北
、
坊
城
の
東
）
に
建
立
し
た
寺
で
あ
る
。
文
書
の
内
容
は
、
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）、「
五
辻
坊
城
北
頬
敷
地
」
や
「
楞
伽
寺
前
敷
地
」
を
相
伝
し
て
い
た
者
た
ち
が
そ
こ
を
楞
伽
寺
の
地
と
す
る
た
め
に
去
り
渡
し
た
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
相
伝
し
て
い
た
地
を
「
靡
殿
御
所
北
畠
地
」
や
「
近
衛
殿
御
領
靡
殿
御
所
北
浦
敷
地
」
と
替
え
た
と
い
う
。
十
四
世
紀
な
か
ば
ま
で
は
、
靡
殿
御
所
が
存
在
し
て
お
り
、「
近
衛
殿
御
領
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
五
．
邦
綱
の
遺
品
に
ま
つ
わ
る
言
説
　
さ
て
、『
簡
要
類
聚
鈔
』
第
一
に
み
え
る
邦
綱
が
遺
し
た
品
々
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。
お
お
ま
か
な
内
容
に
つ
い
て
は
大
山
喬
平
17
注氏
に
よ
っ
て
す
で
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
特
に
邦
綱
の
遺
品
を
め
ぐ
る
人
間
関
係
や
、
そ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。
一
五
条
大
納
言
本
尊
信本
定像
毘
沙
門
天
王
ヲ
ハ
シ
マ
ス
、
彼
祈　　
ノ
師　　
ニ
命　　
テ
長
日
毘
沙
門
行
法
被
修
之
、
大
納
言
典
侍
之
時
園
城
寺
三
位
僧
正
重
円
修
之
、
□（為）其
供
料
嶋
津
郷
満
家
院
知
行
之
、
彼
僧
正
他
界
之
後
故
御
所
御
時
件
弟
子
円
順
僧
正
修
之
、
円
順
僧
正
之
後
円
顕
僧
正
承
之
原
殿
御
時
件
御
本
尊
被
召
返
之
、
被
止
其法
了行
一
五
条
大
納
言
有
験
僧
某
　
仁
命
□
（
て
カ
）秘
法　　
ヲ
被
修
之
処
、
小
龍
一
五
寸
許
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壇
上　　
ニ
出
現
、
取
之
箱　　
ニ
令
納　　
テ
干
堅　　
ム、
其
形
首
よ
り
手
足
ま
て
無
風
勢
之
龍
也
、
頗
寄
妙
之
物
也
、
于
今
後
相
伝
之
、
故
御
所
御
時
ハ
七
月
七
日
な
と
密
々
令
取
出
□
□
風
は
ま
せ
ら
れ
る
一
大
内
裏　　
ノ
絵　　
ハ
五
条
大
納
言
為
未
来
之
亀
鏡
被
図
置
之
、
都
無
余
本
、
自
日
野
殿
御
相
伝
了
、
殊
可
有
御
秘
□（蔵）普
賢
寺
殿
有
仰
、
然
間
法
皇
御
時
故
御
所
雖
令
預
御
尋
給
、
不
被
進
也（『
簡
要
類
聚
鈔
』
第
一
）
　
こ
こ
か
ら
は
、
邦
綱
の
私
的
な
信
仰
や
そ
れ
に
関
連
す
る
人
間
関
係
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
ま
ず
、
五
条
大
納
言
邦
綱
の
本
尊
と
い
う
毘
沙
門
像
に
つ
い
て
見
よ
う
。
邦
綱
に
は
本
尊
と
す
る
毘
沙
門
天
王
像
が
あ
っ
た
。
邦
綱
存
命
の
う
ち
は
邦
綱
の
「
祈　　
ノ
師
」
が
毘
沙
門
の
行
法
を
修
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
邦
綱
が
亡
く
な
り
、
大
納
言
典
侍
の
時
に
は
園
城
寺
僧
重
円
が
修
し
、
島
津
満
家
院
が
そ
の
料
に
あ
て
ら
れ
た
。
重
円
亡
き
後
、
実
信
の
時
に
は
重
円
の
弟
子
円
順
、
そ
し
て
円
顕
が
継
い
で
い
た
。
し
か
し
原
殿
の
時
に
本
尊
は
一
乗
院
に
召
し
返
さ
れ
た
と
い
う
。
　
邦
綱
の
「
祈
ノ
師
」
は
不
明
だ
が
、
園
城
寺
三
位
僧
正
重
円
、
弟
子
円
順
僧
正
、
円
顕
僧
正
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
18
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。
園
城
寺
三
位
僧
正
重
円
は
、
源
重
忠
息
で
小
一
條
院
の
末
裔
に
あ
た
る
。
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
に
は
園
城
寺
別
当
と
な
り
、
ま
た
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
十
二
月
に
長
吏
に
任
ぜ
ら
れ
る
も
、翌
年
五
月
に
は
辞
し
て
い
る
。建
長
元
年
（
一
二
四
九
）、
重
円
は
八
十
八
歳
で
入
滅
す
る
が
、
そ
の
後
は
弟
子
の
円
順
が
引
き
継
ぐ
。
円
順
は
重
円
の
兄
弟
で
あ
る
源
宗
仲
の
子
で
、
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
に
は
園
城
寺
の
別
当
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
円
順
の
あ
と
に
は
円
顕
と
い
う
僧
が
出
て
く
る
が
、
こ
の
円
顕
は
源
定
通
息
で
、
円
順
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
円
顕
も
弘
長
七
年
（
一
二
六
七
）
に
園
城
寺
別
当
と
な
っ
て
お
り
、
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
七
十
五
歳
で
没
し
た
。
重
円
や
円
順
ら
は
、
近
衛
家
の
私
的
な
行
事
に
も
関
与
し
て
い
る
の
が
た
び
た
び
確
認
で
き
19
注る
。
　
さ
て
、
重
円
ら
園
城
寺
の
僧
に
邦
綱
の
本
尊
と
毘
沙
門
の
行
法
は
継
が
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
原
殿
の
時
分
に
な
っ
て
邦
綱
の
本
尊
は
一
乗
院
に
召
返
さ
れ
た
と
い
う
。
原
殿
と
は
、
実
信
の
後
に
一
乗
院
の
院
主
と
な
っ
た
近
衛
兼
経
息
信
昭
を
指
20
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。
信
昭
は
建
長
六
年
（
一
一
五
三
）
に
十
歳
で
出
家
し
て
お
り
、
邦
綱
の
本
尊
が
一
乗
院
に
召
返
さ
れ
た
の
は
建
長
六
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
治
承
五
年
に
邦
綱
が
亡
く
な
り
、
す
で
に
半
世
紀
以
上
が
立
っ
て
い
る
が
、
邦
綱
の
本
尊
で
あ
る
と
い
う
由
緒
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
一
乗
院
に
召
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
近
衛
家
と
邦
綱
の
結
び
つ
き
は
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
絶
え
ず
確
認
さ
れ
る
べ
き
縁
で
あ
っ
た
の
だ
。
　
次
は
、
一
乗
院
に
相
伝
さ
れ
た
小
さ
な
龍
の
話
で
あ
る
。
邦
綱
が
有
験
の
僧
に
命
じ
て
秘
法
を
修
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
五
寸
ば
か
り
の
小
さ
な
龍
が
出
現
し
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
龍
を
と
り
、
箱
に
納
め
て
い
た
と
い
う
が
、
実
信
の
時
に
は
七
月
七
日
な
ど
に
ひ
そ
か
に
取
り
出
だ
す
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
。『
簡
要
類
聚
鈔
』
の
記
述
は
簡
略
で
、
さ
ほ
ど
長
い
説
明
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
ま
る
で
何
か
の
説
話
集
か
ら
取
り
だ
し
た
か
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
邦
綱
や
実
信
周
辺
で
は
ま
こ
と
し
や
か
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
龍
出
現
譚
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
乗
院
周
辺
に
は
、
邦
綱
に
か
ん
し
て
所
領
の
相
伝
関
連
ば
か
り
で
は
な
く
、
『平家物語』重衡説話成立の一背景
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こ
う
し
た
仏
教
色
の
濃
厚
な
言
説
も
存
在
し
て
い
た
の
だ
。
　
最
後
に
、
大
内
裏
の
絵
に
つ
い
て
。
邦
綱
が
「
未
来
之
亀
鏡
」
に
備
え
る
べ
く
作
ら
せ
た
も
の
と
い
う
。
都
に
余
本
は
な
く
、
た
だ
大
夫
三
位
よ
り
実
信
に
相
伝
さ
れ
て
い
た
も
の
し
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の
絵
は
「
法
皇
」
（
大
山
氏
は
後
鳥
羽
と
す
る
）
さ
え
求
め
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
実
信
は
基
通
の
仰
せ
に
従
い
、
秘
蔵
の
も
の
と
し
て
守
っ
て
き
た
ら
し
い
。
法
皇
は
、
邦
綱
の
大
内
裏
絵
が
大
夫
三
位
に
伝
わ
り
、
そ
し
て
さ
ら
に
実
信
に
渡
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
稿
で
も
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
大
夫
三
位
や
大
納
言
典
侍
が
存
命
で
あ
っ
た
頃
、
彼
女
ら
と
近
衛
家
が
非
常
に
密
接
な
関
係
と
い
う
こ
と
が
い
か
に
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
い
し
れ
る
の
で
あ
る
。
六
．
お
わ
り
に
　
こ
こ
ま
で
、
大
納
言
典
侍
を
よ
く
知
る
人
々
の
そ
の
後
、
そ
し
て
所
領
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
邦
綱
か
ら
一
乗
院
へ
と
渡
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
軽
ん
じ
ら
れ
ず
に
丁
重
に
扱
わ
れ
て
い
た
様
子
を
確
認
し
て
き
た
。
　
実
際
の
大
納
言
典
侍
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で
そ
の
生
涯
を
終
え
た
の
か
。
中
世
の
人
々
に
と
っ
て
、
大
納
言
典
侍
と
は
何
者
だ
っ
た
の
か
。
ど
の
よ
う
な
集
団
の
い
か
な
る
認
識
の
も
と
『
平
家
物
語
』
の
「
重
衡
被
斬
」
は
成
立
し
た
の
か
。
こ
う
し
た
問
い
に
は
、
容
易
に
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
絡
み
合
っ
て
い
る
。
　
『
平
家
物
語
』
の
大
納
言
典
侍
は
悲
劇
的
な
女
性
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
覆
わ
れ
て
い
よ
う
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
『
平
家
物
語
』
の
造
形
に
す
ぎ
な
い
部
分
が
あ
る
。
た
い
へ
ん
立
派
で
あ
っ
た
日
野
殿
に
住
み
、
近
衛
家
と
の
親
密
な
関
係
の
中
で
日
々
を
過
ご
し
た
大
納
言
典
侍
の
余
生
は
、
決
し
て
『
平
家
物
語
』
か
ら
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。
大
納
言
典
侍
の
足
跡
や
そ
の
生
涯
を
知
っ
て
い
る
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、『
平
家
物
語
』
で
の
大
納
言
典
侍
は
あ
た
か
も
、
亡
き
夫
重
衡
を
弔
い
、
出
家
を
し
た
建
礼
門
院
に
仕
え
、
静
か
に
生
涯
を
終
え
た
女
性
で
あ
る
か
の
よ
う
な
語
り
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
の
大
納
言
典
侍
の
生
涯
、
な
い
し
は
大
納
言
典
侍
に
か
ん
す
る
ひ
と
び
と
の
記
憶
と
並
行
し
て
、
重
衡
と
大
納
言
典
侍
の
再
会
譚
が
流
布
し
、『
平
家
物
語
』
の
大
納
言
典
侍
像
も
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
は
ず
な
の
だ
。
こ
う
し
た
大
納
言
典
侍
を
中
心
に
す
え
た
問
題
と
あ
わ
せ
て
、「
重
衡
被
斬
」
に
は
重
衡
に
着
目
し
た
場
合
の
問
題
も
あ
る
。
前
稿
で
も
ふ
れ
た
が
、「
重
衡
被
斬
」
を
含
め
『
平
家
物
語
』
の
重
衡
に
は
、
何
か
と
八
条
院
が
関
連
す
る
。「
重
衡
被
斬
」
に
お
い
て
も
、
八
条
院
に
仕
え
て
い
る
者
が
重
衡
の
行
く
末
を
見
届
け
る
重
要
な
役
割
を
担
う
。
　
実
際
の
当
時
の
様
子
と
、『
平
家
物
語
』
の
語
っ
て
い
る
も
の
、
ま
た
は
語
ら
れ
て
い
な
い
も
の
、
そ
れ
ら
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、「
重
衡
被
斬
」
や
大
納
言
典
侍
像
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
い
っ
た
の
か
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
注１　
『
玉
葉
』
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
六
月
二
十
三
日
条
。
２　
拙
稿
「『
平
家
物
語
』「
重
衡
被
斬
」
の
成
立
背
景
」（『
国
語
国
文
』
第
八
十
二
巻
第
五
号
、
二
〇
一
三
年
五
月
）。
主
要
な
参
考
文
献
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は
こ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
３　
『
源
平
盛
衰
記
』（
巻
三
十
九
「
友
時
重
衡
の
許
に
参
る
附
重
衡
内
裏
の
女
房
を
迎
ふ
る
事
」）
で
は
、
内
裏
女
房
が
成
範
女
中
納
言
局
と
さ
れ
、
重
衡
と
の
あ
い
だ
に
一
人
の
男
子
が
い
た
と
い
う
。
４　
『
新
訂
吉
記　
索
引
・
解
題
編
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
考
と
し
た
。
５　
角
田
文
衛
「
嵐
の
後
」（『
平
家
後
抄
』
上
、
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
※
初
出
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
）。
６　
『
公
卿
補
任
』
元
久
三
年
（
一
二
〇
六
）。
７　
『
愚
昧
記
』
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
十
一
月
十
五
日
条
、『
玉
葉
』
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
八
月
二
日
条
。
曽
我
良
成
「
或
人
云
」・
「
人
伝
云
」・「
風
聞
」
の
世
界
│
九
条
兼
実
の
情
報
ネ
ッ
ト
│
」
（『
年
報
中
世
史
研
究
』
第
二
十
一
号
、
一
九
九
六
年
五
月
）、
高
橋
昌
明
「
平
家
都
落
ち
の
諸
相
」（『
文
化
史
学
』
第
六
十
五
号
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）、
樋
口
健
太
郎
「
平
安
末
期
摂
関
家
の
「
家
」
と
平
氏
│
白
川
殿
盛
子
に
よ
る
「
家
」
の
伝
領
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
世
摂
関
家
の
家
と
権
力
』、
校
倉
書
房
、
二
〇
一
一
年
※
初
出
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。
８　
『
猪
隈
関
白
記
』
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
一
月
九
日
条
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
九
月
十
六
日
条
、
前
稿
参
照
。
９　
前
掲
（
注
７
）
曾
我
論
文
参
照
。
10　
『
明
月
記
』
元
久
二
年
三
月
一
日
条
。
11　
槇
道
雄
「
荘
園
群
編
成
と
そ
の
経
営
実
態
│
荘
園
領
主
経
済
の
実
態
分
析
│
」（『
院
近
臣
の
研
究
』、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
一
年
）。
12　
『
尋
尊
大
僧
正
記
』
文
明
十
一
年
（
一
二
七
四
）
五
月
十
三
日
条
に
「
靡ナヒク
ト
ノ殿」
と
あ
る
。
靡
殿
御
所
に
言
及
し
て
い
る
先
行
研
究
に
、
高
群
逸
枝
『
平
安
鎌
倉
室
町
家
族
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）、
渡
辺
悦
子
「『
御
霊
殿
』
│
室
町
・
戦
国
期
近
衛
家
の
邸
宅
と
女
性
た
ち
」（『
同
志
社
大
学
歴
史
資
料
館
報
』
第
九
号
、
二
〇
〇
五
年
七
月
）
が
あ
る
。
13　
『
簡
要
類
聚
鈔
』（『
一
乗
院
文
書
（
抄
）』
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
、
一
九
八
一
年
）
あ
と
が
き
、
大
山
喬
平
「
近
衛
家
と
南
都
一
乗
院
│
「
簡
要
類
聚
鈔
」
考
│
」（『
日
本
政
治
社
会
史
研
究
』
下
、
塙
書
房
、
一
九
八
五
年
）
参
照
。
14　
『
簡
要
類
聚
鈔
』
に
よ
れ
ば
、
大
納
言
典
侍
は
承
久
の
乱
勃
発
以
前
に
没
し
て
い
る
。
15　
靡
殿
御
所
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
注
12
）
高
群
、
渡
辺
論
文
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
16　
楞
伽
寺
の
位
置
や
敷
地
を
め
ぐ
る
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
高
橋
康
夫
「
北
辺
の
地
域
変
容
│
十
二
世
紀
以
降
│
」（『
京
都
中
世
都
市
史
研
究
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
）
を
参
考
と
し
た
。
ま
た
、
海
蔵
院
文
書
は
『
大
日
本
史
料
』
南
朝
興
国
五
年
・
北
朝
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
二
月
二
十
六
日
条
を
参
照
し
た
。
17　
前
掲
（
注
13
）
大
山
論
文
参
照
。
18　
重
円
、円
順
、円
顕
に
つ
い
て
は
、『
尊
卑
分
脈
』、『
三
井
続
燈
記
』、
『
寺
門
伝
記
補
録
』
に
よ
る
。
19　
た
と
え
ば
、
新
た
な
堀
河
邸
で
安
護
護
摩
を
行
っ
た
の
は
重
円
で
『平家物語』重衡説話成立の一背景
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あ
っ
た
し
（『
岡
屋
関
白
記
』
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
二
月
十
三
日
）、
近
衛
兼
経
が
「
先
公
」（
近
衛
家
実
）
の
衣
に
火
が
燃
え
移
り
、
家
実
が
「
哭
泣
」
と
い
う
夢
を
見
て
「
頻
罪
業
之
由
歟
」
と
重
円
に
阿
弥
陀
経
を
読
ま
せ
る
な
ど
し
て
い
る
（『
岡
屋
関
白
記
』
寛
元
四
年
閏
四
月
二
十
三
日
）。
ま
た
、
西
林
寺
に
お
け
る
基
通
忌
日
や
家
実
忌
日
の
仏
事
に
も
重
円
、
円
順
ら
の
名
が
み
え
る
（『
岡
屋
関
白
記
』
寛
元
四
年
五
月
二
十
九
日
、
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
十
二
月
二
十
七
日
）。
近
衛
家
と
園
城
寺
と
い
う
観
点
か
ら
い
う
と
、
基
通
息
の
円
忠
、
円
静
、
静
忠
を
は
じ
め
、
家
実
息
増
忠
（
み
な
長
吏
と
な
っ
て
い
る
）
な
ど
、
園
城
寺
に
入
っ
た
者
が
少
な
く
な
い
。
20　
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
文
保
三
年
記
』（
石
附
敏
幸
「
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
文
保
三
年
記
』」（『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
第
四
十
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
文
保
三
年
（
一
三
一
九
）
十
二
月
二
十
二
日
条
で
は
、
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
四
月
十
六
日
に
興
福
寺
寺
務
と
な
っ
た
人
物
を
「
原
殿
」
と
す
る
。
該
当
す
る
の
は
信
昭
（『
興
福
寺
寺
務
次
第
』）
で
あ
る
。『
慕
帰
絵
』（『
真
宗
重
宝
聚
英
』
第
十
巻
）
に
は
「
や
か
て
、
件
法
印
引
導
に
て
摂
津
国
原
殿
の
禅
房
へ
は
ま
い
り
け
り
。
其
時
の
門
主
は
前
大
僧
正
坊
信
昭　
岡
屋
摂
政
殿
御
息
と
そ
申
し
け
る
」
と
あ
る
。
使
用
テ
キ
ス
ト
　
　
延
慶
本
『
平
家
物
語
』（『
延
慶
本
平
家
物
語　
本
文
編
』
勉
誠
社
）、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）、『
玉
葉
』（
図
書
寮
叢
刊
『
九
条
家
本
玉
葉
』）、『
明
月
記
』（
国
書
刊
行
会
）、『
猪
隈
関
白
記
』・『
岡
屋
関
白
記
』（
大
日
本
古
記
録
）、『
勘
仲
記
』・
『
山
槐
記
』（
増
補
史
料
大
成
）、『
玉
蘂
』（
思
文
閣
出
版
）、『
親
経
卿
記
』（
高
科
書
店
）。
付
記
　
　
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（25
・10510
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
す
。
　
　
　
　
　
　
（
し
お
や
ま
・
た
か
な　
博
士
後
期
課
程
／
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）　
